





Why do undergraduate students consider others when being assertive?

















































　In Study II, 171 university students completed the temporary scale. A factor analysis was con-
ductedandthe“reasonsforbeingconsiderateofothers”scalewasdeveloped.Itcomprised21items
andwas organized into 3 subscales:“impressionmanagement,”“maintenance of relationship,” and
“self-affirmation.”Thisscalewastestedforreliabilityandvalidity.Genderdifferenceswerefoundto
affect results significantly,with female students’ scores significantlyhigher than those ofmale stu-
dents.
Key words：consideration for others, assertiveness,   
interpersonal communication, university students
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内容 頻度 （％） 頻度 （％）
言葉 66 （85.71％） 141 （93.38％）
行動 65 （84.42％） 133 （88.08％）
表情 59 （76.62％） 125 （82.78％）
ジェスチャー 46 （59.74％） 98 （64.90％）
外見（服装 ・ 髪型 ・ メイク） 41 （53.25％） 84 （55.63％）
男子：N=77，女子：N=151
Table ２ 　他者配慮の理由の分類
主分類 ・ 下位分類 回答例 頻度 （％）
Ａ．印象管理 65 （２3.30％）
否定的印象の回避 悪い印象を与えない／自分の評価を下げない 34 （12.19％）
肯定的印象の促進 相手に好印象／親しみを感じてもらえる 25 （8.96％）
印象操作 イメージを抱かせることができる／いい人にみせる 6 （2.15％）
Ｂ．葛藤回避 6２ （２２.２２％）
否定的影響の回避 迷惑をかけない／嫌な思いをさせない 48 （17.20％）
平和的対処 その場を丸く収める／状況悪化が防げる 9 （3.23％）
葛藤抑制 人と衝突しにくい／いざこざが起きない 5 （1.79％）
Ｃ．集団適応 48 （１7.２0％）
周囲との同調 組織の中で浮かない／周りになじめる 24 （8.60％）
場の空気 場の空気を乱さない／場の空気が悪くならない 12 （4.30％）
社会的規範 礼儀 ・ マナー／常識がある人間 12 （4.30％）
Ｄ．関係維持 47 （１6.85％）
肯定的関係の維持 友人と良好な関係でいられる／友達と仲良く過ごせる 35 （12.54％）
コミュニケーション 意思疎通がしやすい／コミュニケーションが円滑にとれる 7 （2.51％）
人間関係の促進 仲良くなれる／みんなが楽しくなる 5 （1.79％）
Ｅ．自己肯定 4１ （１4.70％）
主張伝播 相手に自分の気もちが伝わりやすい／誤解を防ぐ 16 （5.73％）
自己信頼 自信がつく／自己嫌悪や後悔に陥りにくい 13 （4.66％）

















4 件法（「 4 ：よくあてはまる」、「 3 ：少しあてはま













量を Table 3 に示す。天井効果およびフロア効果を確






上）を示さなかった 2 項目（Ａ 6 、Ｅ 2 ）と、複数因
子へ4.0以上の因子負荷量を示した 3 項目（Ｃ 4 ，Ｄ
6 ，Ｅ 1 ）を除外し、再度因子分析を行った。 3 因子
で説明可能な分散の総和は60.31％であった。残された
21項目での最終的な因子パタンと負荷量を Table 4 に
示す。





　第 2 因子は「Ａ 4 ．周りからいい人だと思われるた








　なお残された21項目は、調査 1 の 5 カテゴリのうち
「Ａ．印象管理」が 5 項目、「Ｂ．葛藤回避」が 3 項目、














　各因子の I-T 相関は「関係維持」因子で .69～ .84、

















項目 平均値 SD 平均値＋SD 平均値－SD
Ａ．印象管理
Ａ 1 周りから好意的に見てもらえるから 2.87 .90 3.76 1.97
Ａ 2 人に嫌われにくくなるから 2.87 .92 3.79 1.96
Ａ 3 悪い評価を受けにくいから 2.84 .82 3.66 2.03
Ａ 4 周りからいい人だと思われるため 2.73 .89 3.63 1.84
Ａ 5 自分の評価を下げないため 2.74 .84 3.58 1.90
Ａ 6 周りに与える印象をコントロールするため 2.75 .81 3.56 1.94
Ｂ．葛藤回避
Ｂ 1 周りの人に迷惑をかけないため 3.08 .86 3.94 2.21
Ｂ 2 周りの人と衝突しにくいから 3.15 .86 4.0１ 2.29
Ｂ 3 相手を嫌な気分にさせないため 3.23 .86 4.09 2.37
Ｂ 4 人間関係のトラブルが起きにくくなるから 3.13 .86 3.99 2.27
Ｂ 5 相手に不快感を与えないため 3.19 .82 4.0１ 2.37
Ｂ 6 問題を上手くおさめることができるから 2.92 .82 3.74 2.10
Ｃ．集団適応
Ｃ 1 その場の雰囲気が悪くならないため 3.24 .86 4.１0 2.39
Ｃ 2 周りの人になじむことができるから 2.88 .82 3.70 2.07
Ｃ 3 周りから浮かないため 2.75 .84 3.59 1.90
Ｃ 4 相手に敬意を示すことができるから 2.71 .91 3.62 1.80
Ｃ 5 その場の空気を乱さないため 3.09 .85 3.94 2.23
Ｃ 6 周りに敵を作らないため 2.92 .83 3.75 2.09
Ｄ．関係維持
Ｄ 1 人間関係がよくなるから 2.93 .88 3.81 2.05
Ｄ 2 周りの人と仲良くなりやすいから 2.86 .82 3.68 2.04
Ｄ 3 周りといい関係でいることができるから 3.03 .80 3.83 2.23
Ｄ 4 コミュニケーションがスムーズになるから 3.00 .81 3.81 2.19
Ｄ 5 自分も周りも良い気分でいられるから 3.01 .84 3.85 2.18
Ｄ 6 友だちといい関係が築けるから 3.00 .82 3.82 2.18
Ｅ．自己肯定
Ｅ 1 自分の考えが、相手に伝わりやすくなるから 2.73 .84 3.56 1.89
Ｅ 2 周りの人に誤解されにくくなるから 2.84 .90 3.74 1.95
Ｅ 3 人に流されずにいることができるから 2.45 .91 3.37 1.54
Ｅ 4 自分が後悔しないため 2.79 .88 3.68 1.91
Ｅ 5 自分に自信がつくから 2.29 .90 3.19 1.39

















Table 4 　他者配慮の理由尺度の因子分析結果（主因子法 ・ プロマックス回転）
項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 共通性
Ⅰ．関係維持
Ｄ 3 周りといい関係でいることができるから .87 .05 －.08 .77
Ｄ 4 コミュニケーションがスムーズになるから .8１ －.14 .18 .65
Ｄ 5 自分も周りも良い気分でいられるから .78 .01 .03 .64
Ｃ 5 その場の空気を乱さないため .76 .05 －.07 .61
Ｂ 4 人間関係のトラブルが起きにくくなるから .75 .06 －.09 .59
Ｂ 6 問題を上手くおさめることができるから .73 －.08 .15 .55
Ｄ 1 人間関係がよくなるから .7１ .04 －.01 .53
Ｃ 2 周りの人になじむことができるから .67 .15 －.05 .60
Ｄ 2 周りの人と仲良くなりやすいから .67 .10 .04 .58
Ｂ 1 周りの人に迷惑をかけないため .6２ .22 －.07 .60
Ⅱ．印象管理
Ａ 4 周りからいい人だと思われるため －.08 .88 .07 .72
Ａ 5 自分の評価を下げないため －.11 .87 .12 .71
Ａ 2 人に嫌われにくくなるから .21 .65 －.11 .62
Ａ 1 周りから好意的に見てもらえるから .18 .6２ .07 .63
Ｃ 6 周りに敵を作らないため .26 .6１ －.08 .62
Ａ 3 悪い評価を受けにくいから .37 .5２ －.03 .68
Ｃ 3 周りから浮かないため .33 .4１ .04 .51
Ⅲ．自己肯定
Ｅ 5 自分に自信がつくから －.16 .15 .77 .61
Ｅ 6 自分らしさを表現できるから .02 －.01 .75 .57
Ｅ 3 人に流されずにいることができるから .07 －.04 .67 .46
Ｅ 4 自分が後悔しないため .37 －.02 .4２ .41
因子間相関行列 Ⅰ Ⅱ Ⅲ































































Baggs, K., & Spence, S. H.（1990）. Effectiveness of
boostersessions in themaintenanceandenhance-
mentof treatmentgains followingassertiontrain-















因子 平均値 SD 平均値 SD
Ⅰ．関係維持 27.88 （7.46） 31.15 （5.87） 3.19**
Ⅱ．印象管理 18.36 （5.02） 20.56 （4.76） 2.88**
Ⅲ．自己肯定 9.67 （2.87） 10.09 （2.71） .98
男子：N=66、女子：N=105 **p<.01.
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を作成し、その構造を検討することであった。調査 1 では大学生228名から収集された自由記述を KJ 法
で分類した。その結果、 5 カテゴリが抽出され、結果をもとに30項目からなる仮尺度が作成された。調
査 2 では大学生171名に仮尺度への回答を求めた。因子分析の結果、21項目 3 因子（「関係維持」、「印象
管理」、「自己肯定」）からなる他者配慮の理由尺度が作成された。尺度は一定の信頼性と妥当性が確認さ
れた。また性差が見られ、男性に比べて女子で得点が高かった。
キーワード：他者配慮、主張性、対人コミュニケーション、大学生
